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俳 句

春
眠
は
所
き
ら
わ
ず

船
を
漕
ぐ

着

葉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

京
都
市
臓
体
障
害
者
協
会

令
和
５
年
度

事
業
計
画

◎
定
期
総
会

〔日
Ｕ

４
月
２４
日

（月
）

〔日
］囲
）
洛
南
身
障
会
館

◎
第
１
回
ス
ク
エ
ア
ボ

ッ
チ
ャ
大
会

∩
目
∪
６
月
４
日

（日
）

∩］吻一団
〕
京
都
市
地
域
リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

◎
福
祉
研
修
会

∩
目
∪
８
月
６
日

（日
）

〔□
囲
〕
花
園
会
館

（予
定
）

◎
体
幹
機
能
訓
練

〔回
旧
）
９
月
中
旬
予
定

圏
□

未
定

◎
第
２
回
ス
ク
エ
ア
ボ

ッ
チ
ャ
大
会

∩
旧
ｕ
ｌｌ
月
５
日

（日
）

∩
賜
田剛）京
都
市
地
域
リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

◎
忘
年
会

〔回
旧
）
１２
月
開
催
予
定

〔圏
囲
〕
未
定

◎
新
春
の
つ
ど
い

曰
目
）
令
和
６
年
２
月
４
日

（日
）

個
鮒
〕
未
定

◎
広
報
事
業

『き
ょ
う
と
身
障
の
福
祉
』
を
年
４
回
発
行

◎
コ
ー
ラ
ス
部
活
動

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演

◎
ほ
ほ
え
み
交
流
活
動
支
援
事
業

京
都
市
内

の
小

。
中
学
校
等

で
講

演
と
車
椅
子
体
験
授
業
等
を
行

い
、

障
害
者

の
理
解
と
共
生
社
会

の
啓
発

を
行
う

関
係
団
体
事
業
予
定

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
事
業

～
ス
ク
エ
ア
ボ

ツ
チ
ャ
～

∩
□
∪
４
月
１６
日

（日
）

∩
賜
田問
）京
都
市
地
域
リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

○
第
６８
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

〔同
日
∪
６
月
１６
日

（日
）
～
２２
日

（日
）

∩旧開
〕
К
ｏ
ｃ
日
ｃ
σ
①
録
画
配
信

○
第
４２
回
全
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

＊
総
合
開
会
式

・
卓
球
バ
レ
ー
大
会

∩
目
∪
６
月
１８
日

（日
）

一回
剛
∪
島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

＊
卓
球
大
会

同
国
ｕ
７
月
１６
日

（日
）

□
腑
ｕ
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
水
泳
大
会

∩
目
ｕ
８
月
２０
日

（日
）

ロ
ロ
∪
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
ボ

ッ
チ
ャ
大
会

∩回
□
８
月
の
土
曜
日

【詳
細
未
定
】

ロ
ロ
∪
伏
見
港
公
園

＊
陸
上
大
会

∩
目
∪
９
月
１０
日

（日
）

口
曰
∪
西
京
極
陸
上
競
技
場

＊
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

∩
目
ｕ
９
月
１７
日

（日
）

口
曰
∪
南
丹
市
日
吉
総
合
運
動
公
園

＊
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

∩
目
綱
１０
月
７
日

（土
）

圏
闘
〕
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

○
洛
南
夏
ま
つ
り

∩
目
∪
７
月
３０
日

（日
）

〔賜
闘
〕
洛
南
身
体
障
害
者
福
祉
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

∩
目
∪
８
月
２６
日

（土
）

〔場
硼
）
Ｊ
Ａ
ビ
ル

○
第
６３
回
政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

∩
目
ｕ
９
月
２
日
（土
）
か
ら
３
日
（日
）

口
圏
ｕ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
イ
ア
京
都

○
第
４６
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

種
目
別
交
流
大
会
　
卓
球
バ
レ
ー

∩
日
じ
Ю
月
１５
日

（日
）

〔賜
囲
〕
障
害
者
教
養
文
化
・
体
育
会
館

〇
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
ｏ

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

∩
目
∪
１０
月
１６
日

（月
）

隕
□

京
都
テ
ル
サ

（京
都
府
主
管
）

０
２
０
２
３
ほ
ほ
え
み
広
場

∩
目
∪
１０
月
２１
日

（土
）

口
圏
∪
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル

○
地
域
福
祉
の
つ
ど
い

∩回
日

１１
月
２３
日

（木

・
祝
）

圏
田
∪
場
所

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

○
交
通
局
と
の
意
見
交
換
会

〔回
旧
〕
Ｈ
月
頃

〔陽
団
〕
サ
ン
サ
右
京

○
『障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

ｎ
目
］
１２
月
２
日

（土
）

口
□
∪
各
区
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

○
「障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

〔回
旧
〕
未
定

囲
回

未
定

○
第
３０
回
ふ
れ
あ
い
ス
ク
エ
ア
ボ
ツ
チ
ャ

大
会

（仮
称
）

同
国
∪
１２
月
３
日

（日
）

〔賜
囲
〕
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
洛
南
新
春
餅
つ
き
大
会

曰
日
）
令
和
６
年
１
月
７
日

（日
）

〔園
囲
〕
洛
南
身
障
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

曰
田
〕
令
和
６
年
１
月
下
旬

〔□
□
未
　
定

○
天
皇
盃
第
３５
回
全
国
車
い
す
駅
伝
競

走
大
会

∩回
Ｕ
令
和
６
年
３
月
１０
日

（日
）

口
淵
〕
出
発

一
国
立
京
都
国
際
会
館
前

蘭
会
式

¨
西
京
極
体
育
館

・・
■
一
一
Ｆ▼
■
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川
端
正
彦
さ
ん
を
偲
ん
で
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出
会

い
は
松

原
通
り
大
宮
東
入

の
小

さ
な
銭
湯

「
寿
湯
」
。

５７
年
前
頃
お
父
様

と
三
兄
弟

で
よ
く
来

ら
れ

て
ま
し
た
ｃ

私

は
住

み
込

み

で
働

い
て

い
ま
し
た
が

元
来

、
内
向
的

で
人
前

で
中

々
話

す

こ

と
が
出
来
ず

、
ま

し

て
障
害
者
同
志
、

尚

の
こ
と
恥
ず

か

し
さ

が
先

に
立

っ
た

事

を
思

い
出

し
ま
し
た
。

以
後
、
な
ん
と
な
く
会
話

を
す

る
よ

う

に
な
り
、
強
制

で
は
な
く
次
第

に
障

害
者

団
体

の
活
動

を
知

る

こ
と
が

で
き

ま
し
た
が
、
入
会

を
強

く
勧

め
ら
れ
ま

せ
ん

で
し
た
。
下
京

区

の
伝
統
産
業

の

工
房

で
十
年
住

込
ん

で

い
ま

し
た
が
、

中
京
区
肢
体
障
害
者
協
会

に
加

入
す

る

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今

思
え
ば
川
端

さ
ん

の
人
柄

が
大

い
に
あ

っ
た

の
で
は

と
思

い
ま
す
。
協
会

の
事
業

に
は
あ
ま

り
参
加

し

て
な
か

っ
た

の
で
す
が
、

そ

の
頃
、

ソ
フ
ト
ボ

ー

ル
が
盛

ん

で
勿
論
、

川
端

さ
ん
も
参
加

さ

れ

て
、
終

了
後

の

飲
食

を
伴
う
雑
談
会

で
は
、
少

々
の
ビ

ー

ル

で
眠
ら
れ

て
た
事

が
印
象

に
残

っ

て

い
ま
す
。
中
京

区

・
左
京
区

。
他

の

行
政
区

の
方

々
と
、
名
古

屋
市

・
岐
阜

市

チ
ー
ム
と
良
く
交
流

が
あ
り
、
お
互

い
の
地
区

に
出

か
け

て
試
合

を
行

い
、

川
端

さ
ん
も
進
ん

で
参
加

さ
れ

て
ス
ポ

ー

ツ
好

き

で
し
た
。

二
十
歳
前
後

に
は
、

東

洞
院

通
六
角

辺
り

に
青
年

の
家

が
あ

り
、
様

々
な

ス
ポ

ー

ツ
に
興

じ
楽

し
ん

だ
話

を
よ
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

川
端

さ
ん

の
家

や
職
場

と
私

が
修
行

中

の
工
房

が
近
く
、
自
転
車

に
乗

り
、

よ
く
覗

い
て
頂

き
励

ま
し

て
戴

き

ま
し

た
。
重
度

の
お
身
体

で
曲
乗

り
状
態

に

ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

ハ
ッ
キ
リ
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
７５
歳
位

ま

で
元
気

に
乗

ら
れ

て

い
た

の
か
な
。
私
事

で
は
、
兄

貴

の
よ
う

に
助
言

。
忠
告

。激
励

と
色

々

と
助

け

て
戴

き
有
難

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

我

が
中
身
連

・
中
肢
体

で
は
事

務
局
長

と
し

て
支
え

て
頂
き
、
京
都
市
肢
体
障

害
者
協
会

で
も
、
会
計

理
事
他
、
数

々

の
要
職

を
熟

さ
れ

て
川
端
さ
ん
を
知
ら

な

い
方

が
珍

し
く
、
人

一
倍
活
動

さ
れ

て
肢
体
協

き

っ
て
の
功
労
者

で
し
た
。

中
身
連

の
元
会

長
、
故
山
本
与

八
様

仲
立

ち

で
、
奥
様

の
節

子
様

と
出
会

わ

れ

て
、
立
派

な
娘

さ
ん

。
息

子
さ
ん
を

育

て
挙
げ

ら
れ

て
、
可
愛

い
お
孫

さ
ん

と
も
出
会

い
、
楽

し
そ
う

に
お
話

さ
れ

て
い
た
優

し

い
お
顔

が
思

い
浮

か
び

ま

す
。
最
後

に
お
会

い
し
た

の
は
、

１２
月

３
日

「
障
害
者

の
日
週
間
」
啓

発
運
動

日

で
す
。
律
儀

な
方

で
娘

さ
ん

と

一
緒

に
バ

ン
ド

エ
イ
ド
配
り

に
無
理
を
推

し

て
参
加
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
翌

日
に

入
院

さ
れ

て
帰

ら
ぬ
人

に
、
誠

に
寂

し

い
限

り

で
す
。
ご
苦
労
様
、
有
難

う
ご

ざ

い
ま
し
た
、
さ
よ
う
な
ら
。

皆
様

と
ご

一
緒

に
ご

冥
福

を

お
祈

り

申

し
上
げ

ま
す
。

菅

浪

善

造
　
拝

事
務
局
体
制
の
変
更
，笏
珈

事
務
局
長
は
事
務
局

の
業
務
を
統
括

す
る

一
方
、
理
事
長
と
連
携
し
て
対
外

的
な
業
務
を
担
当
す
る
。

事
務
局
次
長
は
会
計
を
兼
任
し
、
主

に
総
務
関
係

の
業
務
を
担
当
す
る
。

文
化
教
養
部
長
は

「
ほ
ほ
え
み
交
流

事
業
」
だ
け
で
な
く
、
役
所
等
か
ら
の

依
頼
や
相
談

に
対
す
る
渉
外
活
動
を
補

佐
す
る
。

組
織
強
化
部
長
は
会
員

の
高
齢
化

・

減
少
や
各
行
政
区

の
課
題

の
取
り
組
み

を
補
佐
す
る
。

こ
の
体
制
変
更
に
よ
り
、
協
会
内
部

の
体
制
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。
（広
報
部
）

４
月
１
日
よ
り
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！

川
端
正
彦
会
計
理
事
が
ご
逝
去
さ
れ

た
為
、
令
和
４
年
度
中
は
事
務
局
長

・

事
務
局
次
長

の
二
人
体
制

で
運
営
さ
れ

て
き
た
。

し
か
し

４
月

１
日
か
ら
、
協
会

の
組

織
強
化

を
目
的

と
し

て
事
務
局
体
制

が

左

記

の
よ
う

に
変
更
さ
れ
た
。

＊
事
務

局
長

小

坂

義

夫

（下
京
区
）

＊
事
務
局
次
長

一会
計
兼
任
】

秋

谷

幸

枝

（西
京
区
）

＊
文
化
教
養
部
長

谷
　
　
萌

子

（伏
見
区
）

＊
組
織
強
化
部
長

柿

並

高

光

（東
山
区
）

令
和

４
年

１２
月

に
山

科
肢
体
障
害
者
協
会
有

志
様

か
ら
当
協
会

に
金

４
千

円

の
ご
寄
付

が
あ

り
ま
し
た
。

田今 西 木

嶋 西  下
一  昭 文
弘 謙 男 男

様 様 様 様

４
名

の
皆
様
、
あ

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

肢
体
障
害
者
協
会

員

の
た
め
に
大
切
に

わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

京
都
市
肢
体
協
会
事
務
局

り

|
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(3)令和 5年 4月 1日 きょうと 身障の福祉 第 362号

４
年
度

上
京
区
身
障
連
合
会
行
事

令
和
４
年
１２
月
Ｈ
日
研
修
　
　
¨

を
学
ん
だ
。
捨
て
ら

れ
る
食
材
‐―
―
調
理

く
ず

５５
％
、
食
品

ロ

ス
３４
・４
％
の
手
付
か

ず
１８
・３
％
、
食
べ
残

し
１６

。
１
％
、
食
品
外
Ю

。
６
％
と
な

っ

て
い
る
。
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
食
材

に
手
を

付

け
な

い
で
捨

て
ら
れ

る
食

品
を
調
理

で
工
夫

し
料
理
し

て
、
ゴ

ミ
に
し
な

い

よ
う

に
心

が
け
る
よ
う

に
し
よ
う
。

我

が
国

の
食
料
自
給
率

は
３７
％
だ

そ

う

で
す
。
世
界
全
体

と
し

て
、
十
分

に

食
料

は
生
産

さ
れ

て
い
る
が
、　
一
方
飢

餓
状
態

の
人

が
８
億

１
１
０
０
万
人

い

る
そ
う

で
す

…
…

次

に

エ
ネ
ル
ギ

ー

に

つ
い
て
考

え

る
。

世
界

と
日
本

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
事
情

、
日

本

は
約

８
％
し
か
な

い
…
…

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
多
様
化

が
必
要

で
あ

る
。
再
生
可

能

エ
ネ

ル
ギ

ー

（地
熱

発
電
、
太

陽
光

発
電
、
中
小
水
力
発
電

、
風
力

発
電
、

バ
イ
オ

マ
ス
発
電
等
）

が
あ

る
が
、
到

底

足
り
な

い
の
で
火
力

発
電
、
原

子
力

発
電

。

「
使

用

し

た

く

な

い
」

が
、
頼

ら
な
く

て
は
現
実

に
は
無

理

で
あ

る
。

個

々
の

「
節
電

を
心
が
け

る
」

が
必
要

で
あ

る
。

ご

み
問

題

。
家

庭
ご

み

は
週

２
回
、

定
期
的
収
集

し

て
ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ
ー

に
搬

入
さ
れ

て
い
る
。

２
０
２
２
年

１

年

で
３８

・
５
万

ト

ン
、

「
わ

か

さ

ス
タ

ジ

ア
ム
京
都
」

１２
個
分

、

１
日
あ

た
り

５
９
２
ト

ン
。
ご

み
処
理

に
か
か

る
費

用
、
年

間
約

２
２
４
億

円
。
ご

み
減
量

を
心
が
け

て
少

し

で
も
減

ら
す
努
力
を

し

て
行

こ
う
と
思
う
。

ま
だ

ま
だ
書
き
足
り
な

い
で
す

が
ご

み
問
題

に

こ
れ
か
ら
も
関
心
を
持

っ
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

上
京

区

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー

シ

ョ
ン
の

方

、
休

日

に
も
関

わ
ら
ず

同
行

い
た
だ

き
有
難

う
御
座

い
ま
し
た
。

ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ
ー

の
方

に
詳
細

な

説

明
を

い
た
だ
き
、
改

め

て
ゴ

ミ
を
今

ま

で
以
上

に
細

か
く
分
別

し

て
出

す
よ

う

に
心
が
け

て
行

こ
う
と
思

い
ま
す
。

わ
か
り

や
す
く
説
明

し

て
い
た
だ
き

有

難

う
御

座

い
ま

し

た
。

※
展
望
台
地
上
約
７８

ｍ
、
眺
望
台
約
６６

ｍ
か

ら
眼
下

の
桂
川
、
宇
治
川
や
周
囲
を
囲

む
三
山
な
ど

の
風
景
、
付
近

の
横
大
路

眺
め
は
快
晴

に
恵
ま
れ

て
堪
能
し
ま
し

た
。
興
味
が
有

る
方

は
予
約
な
し

で
行

け
る
の
で
タ
ブ

レ

ツ
ト
を
借
り
ら
れ

る

の
で
内
容
が
詳
細

に
わ
か
り
ま
す
。

※
問
合
せ

０
７
５
１

６
０
６
１

２
５
４
８

学
校

へ
行

け
な
か

っ
た
日

々
を
少
女

が
考

え
た
事

は
た
だ

一
つ
。

「
長
生

き
し
た

い
」

と

――

結
核

は
死

の
イ

メ
ー
ジ

が
強

か

っ
た

当
時

は
、
短
命

か
も
知

れ
な

い
と

い
う

自
分
自
身

へ
の
不
安

は
、
胸

の
中

に
大

き
な
暗
雲

と
な

っ
て
覆

い
被
さ

っ
た
。

十
五
才

で
は
人
生

が
ど
ん
な
も

の
か

分

ら
な

い
。
し
か
し
、
少
女

の
決
意

は

固
く

「
太
く
、
短

か
く
、
後
悔

の
な

い

よ
う

に
生

き
よ
う
」

と
。

一
年

の
体
学
後
、
学
校

へ
復
帰

し

て

元
気

を
取
り
戻

し
、

二
十
才

の
頃

に
は

す

っ
か
り
元
気

に
な

っ
た
私

は
、

こ
の

頃

か

ら
、
今

の
自
分

が
出
来
上

っ
て
行

っ
た
よ
う

に
思

う
。

十
五
才

で
失
意

の
ど
ん
底

に
落
ち
た

私

は
、
毎

日
を
元
気
撥
測

と
暮

せ

る

の

が
嬉

し
く

て
、
華

や
か
な
青
春

の
思

い

出

は
何

一
つ
な

い
が
充
実

し

て
ま
し
た
。

し
と
し
と
と
小
雨

が
降

る
日

に
出
掛

け

る

の
が
好

き

で
、
真

っ
赤

な
傘

を
さ

し
、

レ
イ

ン

コ
ー
ト

の
衿

を
立

て
て
、

ハ
イ

ヒ
ー

ル

の

コ
ツ

コ
ツ
と

い
う
靴
音

を
響

か
せ
な
が
ら
嵯
峨
野
路
を
訪

ね
歩

く
私

が

い
て
…
…
。

舟

木
　
　
勉

「さ
す
て
な
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

ヘ
マ
イ
ク

ロ
バ

ス
で
研
修
会

に
行

っ
た
。

「さ
」
最
先
端
、
「す
」
素
晴
ら
し
い
、
「
て
」

展
望
台
、
「
な
」
南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ

ー

の
頭
文
字
を
取

っ
て
、

サ

ス
テ
ナ
ブ

ル

「
持
続
可
能

な
」

と
言

い
ま
す
。

さ

て
、
ご

み
問
題

は
地
球

環
境

に
関

わ

る
事

な

の
で
、
常

日
頃
関

心
を
持

っ

て
多
岐

に
わ
た

っ
て
考

え
な
く

て
は
な

ら
な

い
。　
一
人

一
人

が

で
き

る
こ
と
を

実
行

し
な
く

て
は
と
、

つ
く
づ
く
思
う
。

一
番

気

に
な

る

の
は
プ

ラ
ご

み
問
題
だ
。

飲
料
水

の
ペ

ッ
ト
ボ

ト

ル
が
捨

て
ら
れ

て
海

の
生
物

が
飲

み
込

み
そ
れ

で
魚

な

ど
が
吸
収

し

て
我

々
が
魚

を
食

す

る

こ

と

で
健
康
問
題

が
心
配

に
な

る
。

食

品

園
ス
が
大

き
な
問
題

で
あ

る
事

ヽ
．．‥

一

短
篇
集

前

田

美
智

子

二
十

才

の
頃

出
来

る
事
な
ら
も
う

一
度
、
二
十
才

の
頃
に
戻
り
た
い
――

そ
れ
は
誰
も
が
持

つ
願

い
だ
と
思
う
。

「若
か

っ
た
な
あ
」
。
ア
ル
バ
ム
を
開
き

写
真
を
眺
め

て
、

つ
く
づ
く
そ
う
思
う

今
日
此

の
頃

で
す
。

十
五
才

の
時
、
中
学
校

の
校
内
検
診

で
結
核
と
診
断
さ
れ
て

一
年
間

の
体
学

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

ｒ鵡
Ｉ
一聰
一̈一一難
・∬
易
・・一一一一一̈・一・檬

け́

バ
〓

ヽ
縦

・・・磯
一響
・・い一者
・̈̈
一一^・・・一一・一轟
・■
機

ヽ
イ

・ヽ“警
・̈・・̈一聯
驚

耽

一・」“一一一蓼
ｉ
な

角
イ

6
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令和 5年 4月 1日 きようと 身障の福祉 第 362号 (4)

一
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一一
一
一５
・
鬱

４

一
一

本
年

４
月
か
ら

「
京
都
市
障
害
者
相

談

員
」

が
交
代

し
、
本
協
会

か
ら
Ｈ
人

の
相
談

員

「
身
体

（肢
体
）
」

が
推
薦

。

承
認
さ
れ
た
。

以
前

は
各
行
政

区
毎

に
障
害
者
相
談

員

が
選
出

さ
れ
、
民
生

委

員

（障
害
者

部
会
）

の
方

々
と
障
害

者

の
相
談

に
あ

た

っ
て
い
た
が
、
平
成

１７
年

に

「
障
害

者
自
立
支
援
法
」

が

ス
タ
ー
ト
し
、
身

体

・
知
的

・
精
神

が

一
元
的

に
扱

わ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
以
降

は
、
行
政
区
単

位

で
は
な
く

５

つ
の
障
害
者
保
健
福
祉

圏

域

（
以
後
、
圏
域
と
呼

ぶ
）

に
分

か

れ

て
相
談

に
当

た

る
よ
う

に
な
り
、
区

役
所

で
は
な
く
、
各
圏
域

の
包
括
支
援

セ

ン
タ
ー
と
連
携

す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

５
圏
域
と
は
、
北
部

（北
区

・
左
京
区
）
、

中
部
■
上
京
区

・
中
京
区

・
下
京
区

・
南
区
）
、

東
部

（東
山
区

・
山
科
区

・
醍
醐
）
、
西

部

（右
京
区

・
西
京
区
）
、
南

部

（伏
見

区

【醍
醐
を
除
く
】
）
と
な

っ
て
お
り
、

当
協
会

に
は

「
専

門
領

域

一
身
体

（肢

体
）
」
・
「
人

数

一
Ｈ
名

」

が
推

薦

枠

と

し

て
与

え
ら
れ
、
各
圏
域

に
１
名
以
土

の
選
出

を
す

る
よ
う
求

め
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
年
齢

。
男
女

の
バ

ラ
ン
ス
も
求

め
ら
れ

て
お
り
、
今
後

の
課
題

と
な
り

そ
う

で
あ

る
ｃ，

ま

た
多

く

の
相

談

員

は
、

「
京

都

府

障
害
者
相
談
員
」

も
兼

任

し

て
お
り
、

障
害
者
差
別

の
問
題

か
ら
日
常
生
活

に

関

す

る
問
題

ま

で
、
圏
域

を
越

え

て
、

お
気
軽

に
ご
相
談
頂

け
れ
ば
幸

い
で
す
。

新

し

い
相
談
員
は
、
左
記

の
通
り

で
す
。

（伏
見
区
）

尋
・
暴
・
黎
‘警
‘
■
・
壽
‘
絆
．驀
，
菱
・
等
，
■
‐警
、
■
．
纂
・
墨
・
驚
．
■
．警
・
■
・
率
，
，
、
警

第
２
回
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会
を
受
講
し
て

日

下

部

昌

史

一
令
和
５
ｏ
６
年
度

一

京
都
市
障
害
者
相
談
員
（肢
体
）決
ま
る
！

西
部
圏
域

吉

村

昭

哉

秋

谷

幸

枝

南
部
圏
域

谷

　

萌

子

（右
京
区
）

（西
京
区
）中

京
区

去
る
２
月
４
日

（土
）
午
後
ｌ
時
３０
分

か
ら

「
令
和
４
年
度
　
第
２
回
京
都
市

障
害
者
相
談
員
研
修
会
」
が
京
都

テ
ル

サ
で
開
催
さ
れ
た
。

京
都
市
保
健
福
祉
局
障
害
保
健
福
祉

推
進
室
企
画

・
社
会
参
加
推
進
課
長

須
蒲
浩

二
氏

の
挨
拶
に
続

い
て
、
研
修

が
始
ま

つ
た
。

今
回
は
講
師
に
、
京
都
福
祉
サ
ー
ビ

ス
協
会
北
事
務
所
　
山
本
英
樹
副
所
長

を
招
き
、
「
在
宅
福
祉
と
施
設
福
井
現

場

で
の
取
り
組

み
及
び
関
係
機
関
と

の

連
携
に

つ
い
て
』
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。
介
護
保
険
を
中
心
と
し
た
在

宅
介
護

の
課
題
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、

尚
、
相
談
員
に
は
３
ケ
月
毎

の
報
告

書

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
提
出
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
を
お
願

い
し
ま
す
。

障
害
者

の
在
宅
介
護
に
も
通
じ
る
内
容

も
多
く
、
介
護
現
場
の
実
情
が
よ
く
理

解

で
き
た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
も
あ
り
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な

っ
た
。躙

北
部
圏
域

中
井

美
智
子

櫻

井

貞

子

中
部
圏
域

日
下
部

昌
史

小

坂

義

夫

福

田

知

史

東
部
圏
域

足

刈

辰

雄

柿

並

高

光

木

下

文

男

（北
　
区
）

（左
京
区
）

（中
京
区
）

（下
京
区
）

（南
　
区
）

（東
山
区
）

（東
山
区
）

（山
科
区
）

3月 12日 に行われた
「○○第 34回車いす駅伝
競走大会」の○○に入る言

葉は何でしょう?

1.天皇杯
2.天皇盃
3.皇后杯
4.高松宮盃

①クイズの答え ②住所
0氏名 ④電話番号
04月号広報紙の意見。感
想 0必ず官製ハガキにて
お願い致します。

正解者には、抽選で3名

様に図書カード1′000円

分をお送りします。

締切り6月 10日 (消印有効)

〒601-8321南区吉祥院西定成町35

洛南身障福祉会館内

肢体障害者協会クイズ係

◎前回の答えは、
「月」でした。

応募総数 12通。当選者

は、賞品の発送をもって

発表にかえさせていた

だきます。

令和
4年度

墨隆重

炒蜃⑫、降凸賣屹緩晰拶黎議麒楊鰺

躙―
いつで鵡 話(ださい 24時 間受付

―
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全 金社WEBサ イト又珈
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